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［成果情報名］ガラス化保存したウシ体外受精胚の現場融解・直接移植

［要約］cryotopでガラス化保存したウシ体外受精胚を現場でストロー内融解した後、胚の

形態を確認せずに直接受胚牛に移植したところ、11頭中4頭で受胎を確認した。このことか

ら、胚の現場融解・直接移植法は胚の損失もなく、安定的に受胎可能な移植方法であるこ

とがわかった。
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［背景・ねらい］

体外受精胚は生体由来胚と比較して耐凍能が低いため、生存性の高い保存をするために

はcryotop法などの超急速ガラス化法により保存する必要がある。しかし、超急速ガラス化

胚を受胚牛へ移植するためには、実験室内で胚の融解および培養をおこない、生存を確認

した胚を移植する、という方法が一般的である。今回、実験室内での操作を必要としない

「現場融解・直接移植法」によりガラス化保存したウシ体外受精胚を移植し、この移植法

による胚の受胎性について検討した。

［成果の内容・特徴］

１．胚が載っているcryotopの先端をストロー内の融解液に浸すことで、容易にストロー内

に胚を導入できる（図1および2）。

２．超急速ガラス化胚の現場融解・直接移植法により安定的に受胎例が得られる（表1）。

［成果の活用面・留意点］

１．耐凍能が比較的低い体外受精胚などが生産現場で広く活用でき、優良牛の効率的増産

が可能となる。

２．現場での移植の際に、様々な器材が必要となるため、操作の簡略化が必要である。



［具体的データ］

図1 cryotop（北里バイオファルマ製） 左：全体像、右：先端部拡大像

融解液入り

ストロー

図2 cryotopガラス化胚のストロー内融解

左：融解前、右：融解後

表1 ガラス化保存したウシ体外受精胚の現場融解・直接移植法による移植成績

実験区 移植頭数 受胎頭数(%)

現場融解・直接移植 11 4 (36)
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